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福第物見

月 谷健律棄の
処地

４ 支

日 庁祉

理か
の ） ら 域施ら 号 か 地課
政設 に

定 ５ 部設見 規 月 策の意

る ま 境等を す 日 環置書

日 活関出 休 で 生に提

、のに項及

を 日 課しす

型物汚死限及び

の理棄

間

理最処泥体るび時

処

ば）３

及終理、、。第

清分設くい項

び処施紙
お、ん規

掃場にずじに

くガす

関い木、定

に）

、ス申

る処ずラる

すて

棄豊棄
律す繊く請

法理

が請物富物

定棄ス、申

最処ッれ処町処

型物チ

施上施

終理クき理字理

分設、設サ設

処施類類
ム設ベ種

場にゴのロの

いく置ツ類

）お
てずの

処、場

理金所番

所町処申棄豊棄

、 す属

処
処 、字理請物富物

の

同理字理
理 名上協処町

び 及ロ組施上施
及 称サ

のロの
清 びベ合設サ設

代設ベ種
掃 代ツ

に 表

表置ツ類関 者

す の番理の

る 氏地事場

山、

法 名の所番

律

く利こ 曜除、る

日
６
月

前関が 、。 午午害と 日

をき 曜 ９９係で 土） 前

す。 及 かか有る 日 時時
後後者 国

午午る び

らら

北 祝

時時、 の

５５は 民

ま

等

施る維ず書

分で海 日

縦

令業ずコの

行産く、

廃、ン

和物植リの

昭棄動ク覧

の物ー場

政類残く、 年種性ト所

び及 第、及間 令さず時

鉱
さ陶び

るく

い磁期 号

産ず
く

物ス
棄ラ
廃ガ番 業、

ー
リ

ク
ン

コ
類、

種ず
の

施 申崎

行 請
の毅９

令 者番

又

和 所

昭 住

第 ）令 名政 氏年 は

号

一
六

に る

事 す

で知 関

ま道 に

く 第

、器間 ）

律活
生 法

の 条

物ず ７

動
ん石

ふ廃 第

条
７

第
）

陶
び

及
ず
く

ト

第



平 株株株テ成 式式式イ十 会会会リ四 社社社ン年 福ツフグ十

北 海

ウ
広更大て小氏 株帯変っ

式

代更

名 会市し規は変売

事小表前

業 社西た模

を又 福
原条項売者）

道 公 報

１

帯帯大氏

成届の

平アイ

出大
西市模

年事規広広規名

項模

西小 月の小

売 ４概売条

日要店シ条店

第

規域２ 北

大模なの月 海

規小お生４ 道

模売、活日

と

告

小店同環ま

。

示

売舗法境で 第

店の第のに

舗設８保北

立置条持海 号

地者第の道

号

見び見地

意及意庁

所支
、策

に設は政

書施書域

意類海環

、種北部

はの

原ルァ月 ハー四 ス日

番地

帯地札１山番
リ

ト
口 広幌金 １ 県 市市

山 西東号曜 区口
市 条北日

大 北

舗氏う

北店のは 行

１条

目お

者 表丁に名名

代１

いの称 取
締

原業

福売

地小住

役番て

舗ョ北舗

者

治う

朋行
を

目置

名ピ丁設

のッ１を
す

称ン
及グ

ほの

所ン１者

びセ－る
名

は
又

名

地ーか氏

在タ

ら項め勝

法か２た十

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

）い該いに

号つ当つ課

生

見を道境

第て大て到

提の課

を載事活

書記知
番平

す、便に

出上郵）

者活号成

る生
の環

年 氏境
名の－
月 及保
び全

佐 丁東字
山 目

丁

番目

締

取取取

表表表

代代代

羽井

福鶴柳

役役役

締締

称代 名
は

又所

名
氏

の

原 に
びの 並

所者 住
び表 及

道び

海並

北所
住

び
及

称
て
っ
あ

堀に
人

事法

知に

条出模見す

６届規意着

１あ売有よ

第が小をる

のた舗る提

項っ店すう
る

定設はす

規。を者出

る面と

よす書こ

に置、
き

次がよで

、者にが

り

所の稚

住上日

のそり

末ま

び地市）

並見内火

業の４に

産ら広で

にか
２す

棄見目着

廃意丁到
よ

処記－る

物を
理述

樹正

朋

設る北提

施すう

治
出縦北北縦平

平届
アイ

書覧海海覧成

成
年等場道道期

人
法氏

９の所経十間年

あ
に名

株ナ変平変小出
届

エオ
す業月 式ー更成更売年

の

表
代

達は

年年る者日 会

限勝ク

株株有十ー
者

也

の平る

会会会テ株

式式

お周成。

と
り辺

イ久

株株株テ藤

大地年

海出
会会会リ株

式式式

置。宗る

設と道す

のこ
小氏

場谷こ

更

名 変売

月縦済勝

覧部支月

産工
域商日

日地庁４

光ら

観か

課働）

業労金
成

課平

月由更 ア月９理変 社

年

の サ日

広
帯地

ー
リめ ク日た ヒ

会

社社社レ式

条
１

西
市

ネ

月成っン社

柳共ふホ

房ワ

テ工ト

ンらッ

レく

広広レ

帯帯帯地帯テ

ム
西東ム
市 市市市コ

広 広

２プ
西 大

７ 通

会

社社社ン式

南条条ラ

ハー

原ルァ社

福ツフグ

地札１山番愛一

リ
ト
ス

県目

口 広幌番地知丁

帯

１ 県 市市

山 西東号名

区古番 口

は 行

）を又 後

業

条北屋

日
４
月
２

住
の称

者名
う

で
ま

）
火

一
七

南

、
日

曜
日

目
丁

北南ザ 条

役
締

取
表
代

番

丁丁ル ５

丁１８ビ 北

８

目目丁

目

目 番

表表表

代代代代

地番６
役

締締締締

取取取取

表

市地

市

社社

役役役

大 北

区 佐 丁東東 字 １条名

山 目

丁高
社 番目

取取

表表表表

代代代代

役役役役

締締締締

取取

び
及

日
曜

土

者
表

代
所

社

長黒橋長花

美
正

島
飯

国

司男

和崇政

村川本房

田

羽井藤

福鶴柳長後

昇雄 名
氏

の

治樹正己

朋正

原



社社

会会

藤式限

齋株有

洋丸向

美

北 海

会

式式式式

株株株プ株

ツニタ

社社社社

会会会

福

道 公 報

ウ
広更大て小氏 株帯変っ

式

代更

名 会市し規は変売

事小表前

業 社西た模

を又 福
原条項売者）

第

２
出大新帯大氏

届の

アイ
市模

前事規西広規名

午
時の小広西小

９項模帯

売 か概売シ

ら要店ョ条店

号

民翌
ウ

平の年縦

成祝の覧
十日１時
四に月間
年関３

十

７

会
商

山舗

増茶

信井 日

河丁帯 河
郡郡１市

番東東目広号

号音音番西

更更地

ツ

が野３

桜木南

町町条

ッ
テ

スヤ

ハーミ

原ルュ

京

帯地札１東番東

広幌番京
都号都 市市
区央王

西東号中八

新市

条北区子

北

う

北店のは 行

１条川暁

者 表丁に名名

代１舗氏
いの称 取目お

締
原業

福売

地小住

役番て

舗ッ南舗

者

治う

朋行
を

名ン丁設

後のピ３を

午

す

時称グ目置

５

及セ

ま所タ１者

分びン－る
又

名

地か氏

で在ーほの

す

名
は

月るま

四法で

日

除
律を

）
和。

昭く

金

法
年

曜

第
律

日

番

番東２

２通目

丘大丁

締締

取取

表表

代代

地４

丁東１町

中井

増向

役役

丁１ 目

丁目丁
目 番目

取取

表表表表

代代代代

役役役役

締締締締

取取

氏
の

原羽田渕

福鶴高曲

び表 及
称代 名

は
又所

名 び
及

称

に
びの 並

所者 住

っ
あ
に
人
法
に
び
並

所
住

日
休

る
す

定
規

に
）

号

て

に
び

並

限式限

有株有

正崇

文

月

樹司子

朋覚美
恵

会会会 会

式藤式限

株齋株有

治

株プ

あ
に名 人

法氏

会会 会 名 売

式式式

小氏株株 株有ホ

者
表
代
は

会会 更 会会マ変 式限ー

ふ

社社社

会
限
有

ら
か

日

工

生ら

新く

田月っ

尾柳
広広

７河番帯帯地
房

園

２

芽大東

郡市市

号西地

向

社美社社

町南条

室通

舗

ミ増茶

ツ信井

タ洋丸
河丁帯

会
商

ヤ山

河 東

郡郡１市

京番東東目広

都
八号音音番西

王更更地

を又

社社社 業

子町町条

ハー は 行原ルュ

福ツニ
東番

の称ッ
テ 者名

ス う
住帯地札１

広幌番京
都号 市市
区央

西東号中

柳ふク後 社社ッ

条北区

工社

ら会

く式

月っ株）

広広幌丁

帯帯地札２

房

別番

大東厚１

市市市目

通２

番
園

生
新
田
尾
社

南条区

本８南

町
室
芽
郡

西地
河

目

１目丁

通丁８

丁
目番
地番

締

取取取

表表表

代代代

３

市桜木南

役役役

締締

２通目

町丘大丁

暁が野

代

目地４番

丁番東２

１

締締

取取取

表表表

代代

新

役役役

締

北

丁

丁東１

１条川

目

丁目 所番目

取取取

表表表

代代代代

者役役役

締締締

表

目丁中

丁８別

８南厚号

目央
３ 番

取

表表表

代代代

地番条

本

社

役役役

締締締

取取

目
丁
１

通
表

代

一取 八

憲崇

田村本

尾田橋

役
締

恵
渕中井

曲増向

子昇司

田

の福鶴高

子正崇

美文

前

名治樹司

朋覚

氏

原羽

司敏

崇勝

村本田

田橋長

子
憲

田
尾

昇



の 北

土定 海

款平

平

道

の成

地 成

告改

平 変 示良

成 更年 第法

十 を

四 認月 昭

年 可４ 号和

十 監し日

北 海

次 北

土の退 海

と平 道

お成

任 地
告年 改
り 示良 午

役年月 第

日

法 前

員 ９

の月 昭 時

退４ 号

ら任日理

和 か

道 公 報

北縦平年縦

民翌

アイウ

覧海海覧成の覧

の 縦北

１時

祝
日 場道道期

３
に 所経十間年月間

関 済勝
部支月日

第

変小出成出

届平届

エオ

書

変平
更成更売年

す業月年等 の

変月縦

年年る者日９の
覧

月９理

日月由更

号

大ク

社ッ

会マ

式ー

株ホ

月 年た

四 法。

日

第
律

事

）
号

金

阿第

曜

第
条 部

日

２ 正

出監

法 後届・

年 午の事

あの

第 時が事

律 ５
分っ別

氏 第

で。 ）

また 号
第

条

域商日で
る 地庁４ま

す
律 産工を

法

業労金除
）
和 観か。

昭 課働）く

光ら
法 成

年 課平
律
２
第 年
月

１
目

丁
２

め

日た

８の日

番

札２札
社

会

堂式

志株
号

区別

北厚

市１市

幌番幌
厚

北区

北 に

勇定
規

の

哲項 条別

川知 、

鵡道 り

郡海 よ

払
原お

米堀 と

字の

町事 次
り
土

海 よ

北 に

住 定
規

の

名 項
地

堀 土
川

事 鵡

知 、

道 り

に
日）

４号

良
改

休
でる
ます

）定
火規

、に
日び
曜並

日日
土

丁３

４央

西中
田
前

曜月

締締

取取

表表

代代

目条

山
丸長
社

役役

１区

の也 良

地改

番達 地
定 北

森を 海

解平 道

除成

林
告法
す 示

る年 第昭
予 和
定月

改け

、所

ら也

か

達 区

北

土良出 海

地が平 道

改花あ成 告

良岡っ 示

法地た年 第

区。

昭災月

日

足瓜中鹿

国ら
びか
及日

昭中中 鹿 山寄幕追

福居

敏
勝

２辺和央追央

第

北

次そ地 海

のの平

同

道

地関成区 告

区係 示

に書年名 第

つ類
いは月

可成
認平同同

雄
信

年
月
日

で４ 号

第。
律る

法あ日

年
第

）
号

２
の

条

和害４ 号

復日

法
年旧

用
第業

律農
施

） 第） ）設 号
事

暗一農畑ょ畑暗農

条業

地き般免地、地き地

畑

全

帯ょ農農帯土帯ょ保

合整

総、道道総層総）

整良整備

合土整整合改

備改備、備

整層備備

良過区農

整急保

緊）疎緊画緊地
）

整幹整理整全

急基急

型型型

備）備）備

て、４事 号

篠道成

新、平日

津営

土土年

地地

区事日

良良７

改改月業

のら
業か

の 土

地前川 別

土苫門深

地日

改 良地 地地 土 改土土 町

名区区区
良 良良 区改 改

海 よ

北 に
定

規
の

項
２

第

道 り

一 知 、

九

２工
のの

う

堀 よ
の

事 次

北

の成
項平

１を
第事

規

事

よ月知

に７道

定年海

り

］］］

平完
小に堀

、日

用

用用用

業業業

農農農

、、

水水水

排排排

用用

同

、、

道き道

農暗農

、

一
良、

改間

北北同同同

覧北

更縦

種 変の
業般

事
定す知

を供道

画に海

計

に

縦

。堀

た。
める事類

し
町了

指

也 の
林

達 安
保

届
土の也

う旨
行た達

の

支

走勝

網十

道道

海海

地 所
也

場
達
覧

庁庁

支



北

道

１２３

道
海

路 平作作作

告法 成業業業

示 種期地

第昭 年類間域

和

月

号

日共成尾

年 ４公平広

北 海

号 北

帯） 海

第 道広 に

告開 た解備

条 示発 目え

に 第

お

除建 的次置

設 のい

い 部 図て

て の号

は覧準
長 」縦

道 公 報

３

た解え解場保

備

目置除所安

のて定と

除 的次い予林
指

」覧安て の図縦保し

はに林

第

２

た解え解場保

備

目置除所安

のて定と

除 的次い予林
指

」覧安て の図縦保し

はに林

号

１
解場保

平除所安

成予林
十定と
四保し
年安て
十

町

法 林指

律 測
９

第 量年
２月号 級

条

点ら７

準か第

基日）

測
まの

日項

）７１

量月第

、 省供す
ら 、に用 理か

法
の しる同

次 由略する
お 農そ）第

と 、。

り 道の
を１
共 地面第

公 用図条
を る海の

量 す北項
測 と

さ

、供の定 理

実 た道規

し。

由略る在れ

省す所
津に害

排そ標図風

、）

中す防

路図郡示の

水の
北津分

地を標部備

用面

理

る道字限

す海町に

と

在れ

省す所さ

、供の定

河次風

、）
し。

由略る

郡図の

路の東の害

道そ

幌示備

地面士に防

用図
る海字部

す北町す

とを
た道士分

月の定

四所さ

日

館源

函水

在れ

金

鉄か

市の

曜

町養

山ん

日

平

海、

北り
よ

に
定

で規

知成

道
事

月

堀９
年

支よ
す 室に

施 め根定

日

測 済知 、 経通 旨 庁る
る

務っ 法 林あ 量 部が

び和 及。 昭 課た

勝橋。

た十俵る

標年 中

）

め
支
庁
経・

済
部
林

士に

び筆

及２

課上

務以

限

め渡幌に

幌つ

島

る

庁。 の 支

）

済・ 経
部
林の

務
課

館筆

函２

び上

及以 限
に
分
部
す
示

に
図

の
次

の

の

也道
道

達、

）
。
る

定 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第昭

面間 和

は、月

役第 町律 津法

場
整番

平理号

成

新の
旧別 年新旧

覧

にの

場次

役て

町い

月

路 北

道線そに 海

をの供 道

次関す

路
告

の係る

法
示

よ図。 第

う面

昭 タ

和 ー

には

にて

所い

役つ

市に

線

整番

平理号

成

辺満

年路茂線女

の供

線そに

路覧
月地別

よ図。

の係る

次関す

を
には
う面

、一４ 号

道縦

律海の

法北般日

年

建覧

第

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。

路栄浦水

及 １

課 第

備 条

場 線小別車

日浜士停

４

網網

名線清

水小線

清浜
別 字士

市浦
市 走走

起

変、 号

第た道

律し海

法更北

年
。建
設

港部 号

道交路 第

道線道 ）

女点整

空に ２

別課 第

満）備 条

ン

タイ

日ン港

４線イ空

起上部網

名ー

点女 郡道交郡

磯道線走

沢町

厚別 磯
磯）満 上上

た道
し海
定北
認、

点町 に
課

備
整
路
道

部
設
。建

網 に

道 定

海 規

北 の

び 項

道 道

木海 、

土北 り

走 よ
域

に 区

所事 の

業知 路

現

斜字浜斜

点栄

え を

備堀

小

郡小清郡

里浜小里

終

水

海清水停清

北小清水

経

事
知点町場町

道水車

え の

備 項

要過－－ 堀重

告 り

、 よ

て に

い 定

置 規

日 成

の 平

示 、

か

走

終上網

週 月

２ ９

ら 年

町別

北磯満

上女

郡郡

磯
－－

重経

事
知

道点町

海

て
い
置

え
備

な地

堀要過

の
示
告

、

二日

〇

達 と

い の

置 次

週
２
ら

か

な地

決示
告也 り

、 お

て

当６６ 路条該

達道７項

第１号

也法第

間

の縦
の 道

般 道

一 、

、 日

当６６ 路条該

達道７項

般
一
、

間

第１号

也法第

縦
の



爺
洞

平 湖成

登十
四 別

年 線

十

北 海

の

部 路路
道道路乙

１２
名部

類線沢 種路線厚 の
道区

、名線

道 公 報

平道路

しそ日

更の１２
の線

。関ら成路

たのか
係２

類名

図週年種

面間
般日道舞

、一４

は、月

北

第

北

道
道

海

路 網か水号

告 走法 道ら交

示 番 市道斜点

第 １ 字昭 小里）
地 浦和 清郡ま

水小で 先 士

号 別年 女清
満水

号

の

路路

道路道区

１２３

道栄
類名域

種区

の線

月
四 登登

日

別別
登登

上上
市市

別別

金 町町

曜

２
番番

日

及区檜檜

道域

先先
地地

差

覧江江

縦郡郡

び山山
川

鰔鰔
字字

所町町

場差
町町

川

分

道縦追

海の道鶴

番番

る
道す

部供
設に線

建覧

一法

北
び

及
課

備
整。

路

律 別町
交浜 １国第 線字 番般
道 点小 地

号 先）清

第
）

条
第
１

清
小

道浜

らでの

かま項

かま

員
幅

の
地

敷

線間

水

前後後

らで

後
間らで

かま
先先

地地

敷
前別
更の前後後

変

道

木海

土北

幌
札

道
海

地

置
え
備堀

に
所事

業知

現

に
定

規

い

よ
り
、
道

区
の

路

重道交の

域 間 道点

を 号
及 小に
けの 点の び 清お次 複交

等
道

国
長

延

水

でらで

まかまかまかま

でらでら

の

でらでら

かまかまか 幅
延

員ら

更２

示
告也

、
て達

国
長

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第昭

面の 和

は縦月

お お 般 区女ると に 一間

満

り け 国 別

道る変

和
協
市
歳
千

間線

の市

路歳

道区千

３

の
と

域和

区協

区
複

重
の
と
等
道

道
海

北

道
海

縦北

間

、覧４ 号

道す

律海供

法北に日

年

建る

第

設。
路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

番
前前後後後

で
ま
先
地

の
変後

間ら
か
先
地
１
番

所
業
現
木

土
蘭
室

前別
更

二
一

所所
業

現

場木
土

館

覧函

覧 に

縦 定

の 規

次 の

び 項

道 道

に海 、

所北 り

場 よ
域

い 区

置事 の

え知 路

備
、 を

て堀

で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

敷
地
の

示 の

告 次

長
延

員ら
か 幅

変ら
か也 り

日 お

の達 と

の間
と区
等複

道
国重



北

道そ 海

路の 道

法関

別

告

係 海示

昭図 第

和面

厚

は 岸

年、 号

法北

線

北 海

線
茶

標
津

標
中

道 公 報

連

路路風

道道路上

１２

別

類線西

種路線中

のの
道区

、名線

名

第

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２

類名域

図週年種区

面間
般日道明

、一４

は、月

北

号

更 北

道し 海

た 道

。
路
告法

平示
成第昭
十和
四
年号年

十

建

厚厚第道
律海

岸岸

設

岸岸道 ） 厚厚部 号 郡郡
町町路 第
整

町町課 第 渡渡備 条 奔奔

北 の 丁丁び 項 ６２及 ２

標
郡郡

上上
川川

規 目目

１
１運

旭開
町町

茶茶
標

野

道域

番１
３目

目丁
丁

別

縦郡郡

び付付

及区野
中中

所町町

場海海

覧別

別別別

の西西

後

縦幕

海の道倫

４３
番番

供車間

設に停

建覧別

道
整。変

路る線

道す場

部

法

北敷

び
及

課前

備更

月律

四第

日

第
）

号

金

第
条

曜

項
１

日

海

の

定

地樽 よ ３１小 に 番番道
次 かま木 、 先先土 り 地

のに 路所 道業 の らで現

番

い を置 用え 供備

ら
か先

先地
地１

道
国
般
一

で
かま

先先
地地

点
交
号

員

広幅

帯の 道

地 海

重

ら

事

業知延

現道

木海

土北

規

い国

置
え
備堀長

に
所

域
区

の
路

道
、

り
よ

に
定

る告 す、 始て 開 の
次

を

ら成
か平
日

前後の
。示

２
週年
間
、月

後後前後後

で
ま
）

別
更の前

変後

間

間 区
複

敷
前

地
の

示の

告也と

、等

て達道

更２ 北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第昭

面の 和

は縦月

変
り

お
と

中地
中地

幕ら１

郡か番

川先

日

かまかま一４

川先

別

覧
縦
の

らでらで般
に
供
す
る

まかまかまかまかま

。

でらでらでらでらで

か
ら

一る一る一る

般般般

員らで
かま 幅

延
道

国
長

、覧４ 号

道す

律海供

法北に日

年

建る

第

設。
路 第

道 ）部 号

整

郡ま

町

及 １

課 第

後備 条

町 別
別
猿幕
で 字

字

同

前
１別
猿 番

国国国

道道道

ののの
お

ににに
間 号号号 間間 重

の
と

等

同
けけけ

おお

事縦北

知
道

海間

北区
複

次 の

び 項

覧釧

堀道
海

の 規

縦 定

覧 に

備 道

に 、

で所 り

ま場 よ

え 路

置 の

い 区

て 域

、 を

らでら

かまか

二
二

所所

也業
現

達場木
土

路

か り

日 お

の と

示 の

告 次
変ら



路尻

道路利

２

平 の富

成 路線士

十 線利

四 名尻

年 、名線

十 区

北 海

ら成路

か平道

日路

の１
の 線 ２

類

週年種

間
般日道

一４名

、月

道 公 報

北

道そ 海

路の

道道

道

法関

道道

告

係 示 平瑞

昭図 第

和面 取

穂
安

は 平

年、 厚号

車法北

停

第

の 北

道そ日路 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

線 和面間
は、月

年、一４ 号

法北般日

号

名線
爺

洞
内 線岩

道
路道

月 域

四 及区利利

日

尻

覧利利

縦郡郡

び尻尻

所富富

場尻

金

町町
士士

曜

泊泊
鴛鴛

日

に
覧

縦供

の道

富富
字字

律海

真

始
開 。

る
す用 供

建

線線第道

場

設

払道 ） 勇郡ま勇勇部 号

別 郡郡郡路 第 穂 払で払

整

字 別来来備 条 町 穂早早
字字及 ２ 栄 町町町課 第

字項 安安び

平平北 番の 栄

建覧

第道縦名

律海の

規

設に
路る 第道す ）部供供 号
整。用

のび 項及開 ２課 第備 条

郡郡
谷谷

供磯磯

規始 北

字字 開町町
越越

蘭蘭 用
始台里

旭湯

の番番

野野
士士 １

９
かま
先先
地地
１２

番番

事間
知
道
海区 北

の

らで

開
用
供
堀

海 １

定道 地 番
地１１よ室 先 ４番番に
蘭

か先先、土 河 先地地り

での現 敷 らかま次木 川

に 路 払）所 道 地業 勇ら

を 成置 用 平同え 供備 の
い

北 り蘭 よの 室 に道 定海

知 の現道 次区 木海 、土
備堀 のに 路所事間 道業

い開 を置用 用え供 供

間らで
かま

先先 区
地地

事用成

知供平

道
海

北
開
堀始
の
期

前別
更の前後

変後
間

日

敷
地
の

也期
の
達始

かまかま 幅

更２
日

北

道しそ週 海

、の間平 道

同関、成

路
告法
条係一 示

第図般年 第昭
２面の 和
項は縦月

開て 始、 す
る告

道区有署郡蘭

２３

。示

の郡瞥務

室 路珠壮事

路

事 区壮町所

蘭 線

務 名域瞥字

す、の 始て達始 開

町壮

しの１

。示日 る告也期

北

道、そ日 海

同のか平道 道

条関ら成路

路
告

の

法
第係２ 示

２図週年種 第

類

昭
項面間 和
のは、月

らで

真
厚
取
平

道
道

也
達

延
員らで

等
道

国
長

の、覧４ 号

律定海供

法規北に日

年
よ建る

第に道す

り設。

の路 第
路道 ）道部 号
供整

所

開及 １
を課 第
用備 条

字瞥林 班 洞壮温

湖温後 班小 爺瞥泉 林ヌ

別後森 小ま 登泉志 コ班
理 ら
森管 か

線志林 班で

間理珠室

管署 有
林

規、一４ 号

海の道

法定北般日道

年
り建覧

第よ道縦

律に
道設に

る 第の道す ）路部供 号
供路
用整。

線

始及 １
開課 第
を備 条

か
平）

郡点
流交

沙号で
平
菜郡

荷流
字沙

町ら
取

間
区

複
重

の
と

二
三

の
始び 項

覧稚
道
海

縦北

覧 に
。縦 定

るの 規
す次

道 道

に海 、

所北 り

場 よ
域

い 区

置事 の

え知 路

備

敷

、 を

て堀

地
の

延
員らで
かま 幅

。海 規
る北 の

すび 項

長

道

土北 り

蘭 よ

室 に

道 定

事 区

業知 の

現道 路

木海

え 次

備堀 を

に 域

所

菜 先
荷 地
字
８町

番取
一

先 道
地 国

７ 般
番

ま

次

所所
業

現

場木
土
内

平

也 り

日 お

の達 と

示 の

告

と区
等複
道

国重

変ら
か

り

て達 お

い と

置 の

の間

成

定示
告也 決

、



北 海

３
区 の

者
立 表

代位区

埋

道 公 報

の１２
ゅ氏住

有立平しし

公埋

ん
ゅ 水て成

ん 面に

認 功 埋関年功名

認 立す

は 工４を 可 法る月可又

大事日受 の

第

道
海

北

幕

告 別

示 停第 車
場

号 線

号

泊
本

平利
成尻
十空

四港

年線

十

点点

地地地地

のののの

点点

地測久

地地

遠 点地＝分ののの

地 漁 と系－
秒点点点 に港

のかかか 原 のよ

方ららら 点 地る

向方方方 点測

向向向 北 と量

の次

名域置域域
区

氏
大久

番公の 番 成遠

長大、水の ５ 町郡３有
面地 、 成

番点 花町

千本４、ら

田字番２か

した 月

名 正のけ 年

律功
法ん

年ゅ日者称所

認成成遠

第を平大久
町郡 号可

月町

第た９成

）し年大

。

字 条

川川川

中中中中

第日都

別

幕幕幕幕

郡郡郡郡

川
錦錦錦

町町町町

別別別

町町町町

錦

番 番
１ ４４ 番番
地 地地

月
四利点ま

日

ら
尻か

利先
郡地

尻）で

富

金

町尻
士利

曜

泊利
鴛郡

日

角角角

本富
字尻

緯 をの、 結成

度 ＝度度 度 ん果
だをの －分 分分 分 線使地
点 に用

秒 秒秒 秒 よ）

の のの 、 っ

方 方方 東 て

向 ）向向 経 囲
まか れ

度ら た方の 区

賀陣、
番の 志

１地
ま １３、点 番番
番で 、、
８を
次 ３番、順 番
２
、番に 、

５結

及ん 番

線 、１びだ ２番
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らららららららら
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角角角角角

２度度度 度 度度度度
分分分 分 分分分分
秒秒秒 秒

の方 ののの 秒秒秒秒の

方方方向 方方方 ののの

向向向 方
向向向向

向 方方か点測
北 向向らと量
をの緯 角角、 の結成

地ん果

点だをの 度度＝ 度
－ ま線使地 分

点 分分でに用

をよ）秒 秒秒

、 順っ のの

東 次て 方方
結ま 向向） 経 に囲

か んれ

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向
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次興

成合農平

格次務成
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成 ８名合に年
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四 の者え月

年 日と名置４
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北 海

行更の
更

施変変

６７８

区容日
月

年 地内可
認

道 公 報

事事施

開
再１２３４５

業業 務 事成行

発平施事

認 行所 業

の 者のの の年可 施
行 事
４月 在期 名名 業月年 所

画日称称地間日

計

第

北

都

４５

海

市 道

再

免公３

告

開

許有項

示

発 年水の

第

法 月
面市
埋町

日立村

昭 号

第和

及法名

号

面

月 びり」て

四 ９では縦

日

る省に

月あ、覧

施、る

実しす

日。略供

金

平の）

のそ。

曜

簿
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日

度北

年を

公

館業更更成

函事変変平
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成月

広期平平９

末行年

町間成

５

月月

３２２

番年年日

６

成成

更函函函平平

変
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を館館館

認西市市
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た発町町月月

し開
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式番日日 番

か 会

び
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第
律

号第法

条年 番
平大
町）

区計成成号

域

７７

年第

月条

７の

日

点点点積

地地地

ののの
点点

地地地域

ののの区

点
かかか

ららら

方方方

向向向

部北

改政

道農

海道

北海

員改知

及業道

普農海

良
験び

試及堀

格課

資良事

５かか

、日日

合支

の各

番らら

表

成成

９平平

番月月

５９３

、年年
日日
まま

一成

５
、でで

地 北月 街３ 市年 種

海

事 事で 発 知ま 開 道日 再

の

堀業

砂規
よ

浜第に

海防定

地
号次

土８、

盛－り

指の

令と
お
り
一

）第

角角角

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向

、振

は業也

者農

格庁達
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札札

番執
話札入入
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番

３

道当こ約海
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成有が該と条道
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示市

れ年るう達証を走

２
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達
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型調納納札

イウエオ入

入入参

）リ送送減達に

ホホ弁す加

ー水水圧を

種

マーー付る期場す

ル

協１

地
街
市

調

のおの平入ア

次な定

に達リ

と、適成札

おこ用

すす
ー りのを年付を
ル 一入受

地 のの の

般札け月るる

点点 点 地地
告
庁
支
走
網
道
海
北

所
及所時 －
び
日 －
時北室務平

海部成

道郵会

線網送計年 内

走に課

市よ）月

北る
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条合
７場日

道。競にた場７

も海と

で西

当告争関者所条

該
る第札、あ３

す示入し
に迅る丁 こ
又すなと

と号関速こ目

平指フ海

はるア。北

。

をー網

成名タ道

シススス物る

年停サ走

ント品日所者

レ等に

ーの必

以以ナ仕平北要
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年網格

＝＝３走

、

入月支 ＝

庁 札
説日長 ）

にる４事物
マ
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等
ン 争係。日項品

シ 競
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達名
び
上 下、及

以 以は称
、
数 入
」４

＝ 札年量

と月
い以

第
示

号 支

庁
時

丁郵１

３、後

西は午

目便
番
海

北号分

道
網－

二 走

五 総

庁

北止ー支

舎海
庁北

合

て・務

道れス総

海さビ

計

第なン会

示いメ部

告
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９いテ
が

る制

す体

定の

規。ス

レよす

、に定

上書指

物

型
ン

ガ所

ン。場

イるる レ ）ラ、 。マ上 う日

）
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る作勝ン

すで十ガ

施

ス

れ長圧
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。成支
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政太プ

た

告

示
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名所約

相者契契

イアイ

手

す札あにの

当落で約

金とかす続 在 る者る関
申事称地お

額なをるに

をっ

北 海

９

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

決 る額加金者 のの札 げ

）あ

に定 入等算額で

時
及係たをる

おに 札にし
当 他

道 公 報

格

７８

交交札も約

落財を契要

付付のて作

規 者っ書

務

場方定札の

第 決入成

則
方要

所法法有否 条

第

５６

入保以以入

札説 札
入以証入下下札

下 札金

保にを保政財明

」規の

消 参納証令務書

すのと則交

証費 加付金

等 金よる納い」付

税 し

号

開開

平
成札札
十
四場日
年
十

出をて

入たし務い

所時

書はる担北郵電使

札者

番す

に、こ当海便話用

網号号る

記落とす道番

す決組走言

載札。る

語 る定織支

及
び － こ後の庁－

と速名総

通 － 。や称務

か及部貨

にび会北

っ免

てた びる金もか

い

て の費て税

、っ こ消額

２

該札業

には 公税当落事

入 にの金価者

規、 告等

とあ

す札 定取額格で

定
るい１する

る書 め扱に
のを

格記 入円るか

資に

有さ に満で問

を載 札未

な １効 第

しれ 関の、わ

入 項

場に 規 海海の札 の 北北
でる に

網網所限 定 道道
付） り

市支交。 よ

走走
るた め

７総すし 定

北庁
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西部。者 た

条務

い関

」 うこ付うとに
３

。免）うす

と ととの。
）事

う る除第。る
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相 、付の
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北第 含 のはびら を 者等

む 見、海

。 積地道
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四
日
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送同同

郵にに

よ。

金

場
る

曜

は
合

日

平
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網内 費在課道

消所計海
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の市

課北

で丁

者３

業西

事条

税７

なた す端入ず

か
る
あ目

条がに見

い金 る数札、
加も

のに 件あ参積

者額

た該 違とすっ し当 にる

しは者契 入金 反きるた
、金 、の た、は約 札額

入そ 財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

課札 価

丁計落 定

無金等

の
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す 制

と の
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目

方条
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っ
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内
囲

範
。
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．．
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レ
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停
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支
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札の平を道約

入次格契

納

平 にい成有が条

成 す行項 入参ず

十 加れ年るうを

四 場すに北こ指示

年 るも海と名す

十 所者該道。競場

北 海

食達

調給アイウエ調納

レす

を用仕小カを入

達
る材りーる期 丼 す器切

物皿皿皿物

品食品日

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 十

に

名所

お 勝 在

り年付 支

す

称地

一 庁

般月る 告

競４事 示

争日項

北北

第 海海

第

４５６７

契一一平契 落

約般般成約 住札

に の競競 金

相争争年関 所額

手入入北す

をの道事

円方札札海る

奈決公網務

神

号

２３
者

札成札氏

落平落

を
し月名

定８氏

決年の名

日日び産

た６及緑

月 に当告争所

四 必す示入

日

に

幕要る第札

別なこ

学格。又す

町資と号関

校はる

金

食成名

給平指

曜 を セ
ン年停

日

ー海さ

タ北止

等
の

等器
の類

仕平

称様成 ×××× 名）

等 及

入月

数１

び年 ））））

量

札
説日
明
書金

入

個個個個及）

道道

札 号

走走
網網

総７
庁北下

支市以
と

会３」

部西札

務条入

告走を

。
う

課目い

計丁

相た庁当

県し支担

川定

第組

原続示る

模手告す
織

市
田

名
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称

会
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所
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い

第な

示い

告て

道れ

社

る
す
定
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にと

号こ

９

る
よ
に

書
様

仕
び

の
品
物

す十

施道

実海
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）

。

地
在

山
尾

長
庁

。支

る勝

資
の
入
購

事当

に入る捨税相

号ア
金をた業す

掲札落額て

金

決 る額加金者る

札 げ
入に算額で

８９
約開

郵落財を契要そ

格
規札 及者っ書

務 便札も

決入成の 則の びのて作

７
治

篤

報定札の

第時 電

６

入。札交交便

第う入郵

札）説等

書よ の 保第明付付に 条
証

の場方る ７

５

金

入保
下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

４

日場日加付
消 参納

道道執

海海札入

北北入
支場場

広勝の

帯十行札

を

に 札係し）あ額

定 市

金もか入

当 及るたをる

っ こ費額っ免札

た び消
て の税て税書

札業記
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に取金価者載

、 告の該

ある

札 定扱額格です

入

る１するこ
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のを。
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に

に

載 札未

に方要お

る効 第い よ法有否他 条
の２ 札入 項、 入な １て

め限 定規 認に 規に は札
りる い。 よす なる に定

条

を た め格 し 定資 。）

付所法札 びか の交入 及
の関 海第 付に 北ら 納
道す北北 免

道場 務 除条る海海の 財
で項帯十所 規
、ま事道

市支交

付の広勝で 則
納
方定

３総す 和
法め東庁付 昭
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証費
す。
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等 時

者
う 勝成ににる

い 十平
同同。 合

。。、
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相 庁

の
当 舎月そ
額 ３

含 の
を 階日者
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東庁所

丁計海
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南部日
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条
３

東
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広
帯
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ず

れ 関の、わ
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た す端入
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額 条がに
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当 にる加

金 反きる

二 額 しは者契

七

入そ、金 の た、は約

札の消額
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、こ南部。 年

あ
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地ろ

施第
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行
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の 午っ
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に
額５
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時約分

３
南

及る
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費当
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の

目
丁

、数税

５
相の 効額に に分 無金等

とを係

当 す切る

て則 っ規
。

るすり課に
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低

第則
令規
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価各

の条

」
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費入
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２
の平格道当こ

入次資る
を

にい成をが該と

納札

有行調 参ず

物明

加れ年すう達証 入

海こ名品し

すに北る指
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